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通信、サービス、偏向のない言語、および

その他の情報

•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、CiscoServicesにアクセスしてくだ
さい。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Supportにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーキング、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress
にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

マニュアルに関するフィードバック

シスコのテクニカルドキュメントに関するフィードバックを提供するには、それぞれのオンラ

インドキュメントの右側のペインにあるフィードバックフォームを使用してください。

Ciscoバグ検索ツール

CiscoBugSearchTool（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリスト
を管理する Ciscoバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツールで
す。BSTは、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。

偏向のない言語

この製品のマニュアルセットは、偏向のない言語を使用するように配慮されています。このド

キュメントセットでの偏向のない言語とは、年齢、障害、性別、人種的アイデンティティ、民

族的アイデンティティ、性的指向、社会経済的地位、およびインターセクショナリティに基づ

く差別を意味しない言語として定義されています。製品ソフトウェアのユーザインターフェイ
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スにハードコードされている言語、基準ドキュメントに基づいて使用されている言語、または

参照されているサードパーティ製品で使用されている言語によりドキュメントに例外が存在す

る場合があります。
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報
このセクションでは、Cisco Intersight管理モード移行ツール、リリース 2.0の新機能と変更さ
れた動作に関する情報を示します。

表 1 : Intersightマネージドモードツール、リリース 2.0.1の新機能と変更された動作

参照先説明特長

概要Cisco Intersight管理モード
（IMM）移行ツールリリース
2.0.1には、サービスプロファ
イルテンプレートを UCS
Centralから Intersightに移行す
る機能が導入されています。

UCS Centralのサポート

Cisco Intersight管理モードツー
ルの作業

IMM移行ツールリリース2.0.1
は、選択したテンプレートに

添付されているポリシーのみ

を変換します。

サービスプロファイル/テンプ
レートベースの変換

Cisco Intersight管理モードツー
ルの作業

IMM移行ツールリリース2.0.1
では、サービスプロファイル

テンプレートを選択的に

Intersightに変換できます。

サービスプロファイルテンプ

レートの選択的変換

Cisco Intersight管理モードツー
ルの作業

IMM移行ツールリリース2.0.1
を使用すると、既存の移行を

複製し、複製された構成を編

集し、準備状況レポートを生

成できます。

移行のクローニング
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参照先説明特長

付録 B：移行設定IMM移行ツールリリース2.0.1
では、変換オプションを設定

して、遷移の動作を制御でき

ます。

移行設定
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概要

•概要（3ページ）

概要

Cisco Intersightマネージドモード (IMM)移行ツールは、既存の Cisco UCS Manager
（UCSM）および Cisco UCS Centralインフラストラクチャの構成属性を複製し、既存
のサービスプロファイルテンプレートを IMMサーバープロファイルテンプレートに
変換して IMMでの新しいサーバーの展開を加速することにより、新しい IMM展開を
ブートストラップするのに役立ちます。

IMM移行ツールは、次の機能を提供します。

• Cisco UCS Managerドメインのハードウェアの互換性を検証する機能。

•実行中の UCS Managerドメインまたは UCS Centralインスタンスから構成全体を
取得します。

•構成のどの部分が Intersightで使用できるかを検証する機能。

• UCS Managerまたは UCS Central構成属性の IMMへの変換を実行します。

• UCSManagerドメインの実行構成の変換は、主に2つの部分で行われます（構
成変換の各セクションを選択的に有効 /無効にすることができます）。

• VLAN / VLANグループ / VSAN、ポートロール、QoS、および管理設定
（NTP / DNS / SNMP / SYSLOG）を含む UCS Managerドメインのファブ
リック構成を変換します。

• UCSManagerドメインからのサービスプロファイルテンプレートと関連
するすべてのポリシーを可能な限り変換します。

• UCS Centralインスタンスの実行構成の変換は、主に次のように行われます
（構成変換の各セクションを選択的に有効 /無効にすることができます）。
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• UCS Centralインスタンスからサービスプロファイルテンプレートと、
可能な限りテンプレートに関連するすべてのポリシーを変換します。

UCSCentralのファブリック構成の変換は、対応するUCS
Managerドメインのファブリック変換を実行することで実
現できます。

（注）

•ドメインがUCSManagerまたはUCS Centralから IMMに変換されるときに、ハー
ドウェアと構成の互換性の概要を取得するために使用できる IMM準備レポートの
生成。

Cisco UCS Centralは複数の UCS Managerドメインに登録
できるため、ハードウェアの互換性は UCS Managerドメ
インに対してのみ使用でき、UCS Centralインスタンス自
体には使用できません。

（注）

IMM準備レポートには、次の情報が表示されます。

• IMMに移行するための UCS Managerまたは UCS Centralデバイスの準備の概
要を示す変換スコアと全体的な概要。

•変換されたオブジェクトやツールが変換できなかったオブジェクトなど、構
成ごとの詳細情報。

UCSMドメインに HyperFlexクラスタが展開されている場合は、IMMに移行しないで
ください。HyperFlexサーバーは現在、IMMでサポートされていません。

（注）
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第 3 章

Cisco Intersight管理モード移行ツールのス
タートアップガイド

•前提条件（5ページ）
• Cisco Intersightマネージドモード移行ツールのインストール（6ページ）
•グラフィカルユーザーインターフェイスを使用したCisco Intersight管理モード移行ツール
へのアクセス（13ページ）

前提条件
このセクションでは、Cisco Intersightマネージドモード移行ツールをインストールするための
最小要件について説明します。

• Cisco UCS Manager: 3.2(1d)以降のサポートされているバージョン。

• Cisco UCS Central: 2.0(1a)以降のサポートされているバージョン。

•サポートされている ESXバージョン：ESXi 6.0以降。

•最小 VM要件：2つの vCPU、8 GB RAM、100 GBストレージ。

• OVAで使用される仮想ハードウェアバージョン：11

•ネットワーク接続の要件：

• TCPポート 443（HTTPS）（IMM移行ツール、リリース 1.0.2以降）

•トラブルシューティングまたは高度な構成のための TCPポート 22（SSH）。

•以下へのアクセスが必要です。

• DNS（TCP/UDPポート 53を使用）

• NTP（UDPポート 123を使用）

• UCS Manager/UCS Centralデバイス（TCPポート 443 [HTTPS]のみ）

• Intersightデバイス（TCPポート 443 [HTTPS]のみを使用）
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•プロキシサーバー設定への接続（ある場合）

•構成を Intersightにプッシュするには、IntersightインスタンスへのHTTPS接続が必要
です。

• SaaSの場合、URLは https://www.intersight.comです

•アプライアンスの場合、URLはユーザーによって提供されます。

CiscoIntersightマネージドモード移行ツールのインストー
ル

Open Virtual Appliance（OVA）は、1つ以上の仮想マシン（VM）から構成されるビルド済みの
ソフトウェアソリューションであり、1つのユニットとしてパッケージ、保守、更新、および
管理されます。Cisco Intersight管理モード移行ツール OVAには、オペレーティングシステム
がプレインストールされており、IMM移行ツールの機能に必要なアプリケーション機能が含
まれています。OVAとしての IMM移行ツールは、VMware vSphereインフラストラクチャに
展開できます。

始める前に

• [UCSツール（UCS Tools）]ページから、OVFテンプレートの展開を開始するときに見つ
けやすい場所にあるコンピュータに IMM移行 tool.ovaファイルをダウンロードします。

ステップ 1 HTML5 vSphere Web Clientにログインし、[VM]タブに移動します。

ステップ 2 [アクション（Actions）]ドロップダウンリストから [OVFテンプレートの展開（Deploy OVF Template）]
アクションボタンを追加します。

ステップ 3 追加された [OVFテンプレートの展開（Deploy OVF Template）]ボタンをクリックします。

テンプレートの選択を求める新しいウィンドウが表示されます。
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ステップ 4 [ファイルの選択（Choose Files）]ボタンをクリックし、ダウンロードしたOVAファイルを選択します。

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 仮想アプライアンスを展開する場所を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 仮想アプライアンスの実行に使用するリソースを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。
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高度な構成オプションを含むパッケージの詳細を確認します。
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ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックして、これらのオプションを受け入れます。

ステップ 9 データストアのリストから目的の保存場所を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 10 各送信元ネットワークのドロップダウンリストから宛先ネットワークを選択し、[次へ（Next）]をクリッ
クします。
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ステップ 11 [ネットワーク（Network）]設定値を入力し、[システムパスワード（System Password）]と [変換され
たポリシーのデフォルトパスワード（Default Password For Converted Policy）]と [相互CHAP認証のパ
スワード（Password For Mutual CHAP Authentication）]を設定して、テンプレートをカスタマイズしま
す。

[変換済ポリシーのデフォルトパスワード（Default Password For Converted Policy）]は、変換された仮
想メディア、iSCSIブートなどの UCS Managerポリシーの既存のパスワードの代わりに使用されます。
12～ 16文字で、スペース、タブ、改行を除いた特殊文字を含める必要があります。相互 CHAP認証の
パスワードは、iSCSIブートポリシーの相互 CHAP認証に使用されます。これは、変換されたポリシー
のデフォルトパスワードとは異なる必要があります。12～ 16文字で、スペース、タブ、改行を除いた
特殊文字を含める必要があります。
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ステップ 12 [次へ（Next）]をクリックします。

構成データを確認します。

ステップ 13 [更新（Refresh）]ボタンをクリックしてシステムを更新します。
VMが中央のウィンドウペインに表示されます。

ステップ 14 VMを選択し、[Power On]をクリックします。

ステップ 15 VMの電源がオンになったら、[コンソールを開く（Open Console）]アイコンをクリックして、新しい
ウィンドウで VMコンソールを開きます。

OVAテンプレートが正常に展開され、VMの電源がオンになりました。

グラフィカルユーザーインターフェイスを使用したCisco
Intersight管理モード移行ツールへのアクセス

ブラウザウィンドウからCisco IMM移行ツールのユーザーインターフェイスにアクセスして、
移行準備レポートを生成し、UCSドメインを IMM設定に変換できます。

ステップ 1 Webブラウザウィンドウを起動します。
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ステップ 2 http://<VM IP address>または https://<VM IP address>を入力します。VM IPアドレスは、Cisco IMM移
行ツール OVAを展開した VMの IPアドレスです。

IMM移行ツールリリース 1.0.2以降は、HTTPSサポートを提供します。すべての http URLは httpsにリ

ダイレクトされます。

ステップ 3 [Login（ログイン）]ダイアログボックスに、ユーザー名とパスワードを入力します。

ユーザー名：admin

パスワード：インストール時に [テンプレートのカスタマイズ（Customize template）]ページで設定したパ
スワードを入力します。

ステップ 4 [サインイン（Sign In）]をクリックします。

ユーザーセッションを終了するには、右上隅のユーザー設定から [ログアウト（Log Out）]をクリックし
ます。

セッションタイムアウト： IMM移行ツールリリース 1.0.2以降では、非アクティブな状態が 30
分間続くと、セッションから自動的にログアウトされます。アプリケーションを再度使用するに

は、再ログインする必要があります。

（注）
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第 4 章

Cisco Intersight管理モード移行ツールの作
業

• Cisco Intersight管理モード移行ツールの作業（15ページ）
•移行準備レポートの説明（19ページ）
• UCS Manager/Central構成の変換（21ページ）

Cisco Intersight管理モード移行ツールの作業
変革

IMMの移行を開始するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [IMM移行の追加（Add IMM Transition）]をクリックします。

ステップ 2 移行の名前を入力します。

ステップ 3 移行のタイプを選択します。

(a)UCSManagerハードウェアおよび構成の互換性/readiness概要のみを表示する場合、またはUCSCentral
構成の互換性のみを表示する場合は、[Readinessレポートの生成（Generate Readiness Report）]

（b）準備レポートを表示し、変換された構成を Intersightにプッシュする場合は、[構成を Intersightに移
行（Transition Config to Intersight）]を選択します。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 必要に応じて、プロキシ設定を有効にします。プロキシ設定を有効にする手順については、「付録 C：
プロキシ設定」を参照してください。

ステップ 6 ソースデバイス（UCS Managerまたは UCS Central）を選択します。

ステップ 7 選択したデバイスの詳細を入力します。

（a）既存のデバイスの構成を移行する場合は、[既存のUCS Managerの選択/既存のUCS Centralの選択
（Select Existing UCS Manager/ Select Existing UCS Central）]オプションを選択します。
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（b）新しいUCS Manager/UCS Central構成を追加する場合は、[新しい UCS Managerの追加/新しい UCS
Centralの追加（Add New UCS Manager/ Add New UCS Central）]オプションを選択します。該当のデバ
イスのデバイス IP / FQDN、ユーザー名とパスワードを入力します。

ステップ 8 [更新（Refresh）]をクリックして、UCSManager/Centralデバイスから最新の構成とインベントリの詳細
を取得します。

選択したソースデバイスが UCS Centralの場合、[UCS Centralの選択（Choose UCS Central）]ドロップ
ダウンリストから UCS Centralインスタンスを選択できます。

[ダウンロード（Download）]リンクを使用して、現在のデバイスの構成 JSONファイルとインベントリ
JSONファイルをダウンロードできます。

構成 JSONファイルには、既存のUCSManager/UCS Centralドメインに存在するソフトウェア構成の詳細
情報が含まれています。

インベントリ JSONファイルには、UCS Managerドメインまたは UCS Centralインスタンスのすべての
UCSドメインに存在するハードウェアインベントリの詳細情報が含まれています。

これらのファイルは、トラブルシューティングの目的でテクニカルサポートチームと共有できます。

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 移行に必要な変換オプションを構成します。

各移行設定フィールドの詳細については、「付録 B：移行設定」を参照してください。

ステップ 11 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 12 変換する必要があるサービスプロファイル/テンプレートを選択します。

プロファイル名の横に、物理サーバとの関連付けの詳細が表示されます。サービスプロファイル名にマ

ウスポインタを合わせると、サービスプロファイルまたはテンプレートの説明が表示されます。

上部にある検索バーを使用して、特定のサービスプロファイル/テンプレートを検索できます。

フィルタを適用して、検索バーの横にある [表示（Show）]ドロップダウンリストに、サービスプロファ
イルテンプレートのみ、またはサービスプロファイルとテンプレートの両方を表示することができま

す。

ステップ 13 [次へ（Next）]をクリックします。

準備レポートが生成されます。設定属性が UCS Manager/UCS Centralから取得され、IMMに変換され、
結果のレポートが生成されるため、このプロセスには数分かかる場合があります。

UCS Manager/Central構成のサイズと接続されているサーバの数によっては、一部の操作が完了
するまでにかなりの時間がかかる場合があります（1時間以上）。

（注）

ステップ 14 （注） 選択した構成のレポート生成は 1回限りのアクティビティであり、再生成することはできませ
ん。これにより、移行の履歴が維持され、いつでも参照できるようになります。構成を編集し

てレポートを生成する場合は、移行を複製できます。詳細については、移行管理を参照してく

ださい。
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[レポート（View Report）]をクリックしレポートを表示するか、[ダウンロード（Download）]オプショ
ンを使用して PDF形式でレポートをダウンロードします。

ステップ 15 手順 3で（b）を選択した場合は、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 16 Intersightアカウントのラジオボタンを選択します。有効なオプションは、Intersight SaaSまたは Intersight
アプライアンス VMです。

ステップ 17 次の手順を実行して、Intersightから APIキー IDを生成します。

1. Intersightアプリケーションにログインします。

2. 右上隅にある歯車アイコンをクリックし、[設定（Settings）]を選択します。

3. [API]セクションで、[APIキー（API Keys）]をクリックします。

4. ページの右上にある [APIキーの生成]をクリックします。

5. [説明（Description）]フィールドに名前を入力し、[OpenAPIスキーマバージョン 3のAPIキー（API
Key for OpenAPI Schema Version 3）]を選択します。

OpenAPIスキーマバージョン 2は、IMM移行ツールではサポートされていません。（注）

6. [生成（Generate）]をクリックします。

APIキー IDと秘密鍵が生成されます。[クリップボードにコピー（Copy to Clipboard）]の青いアイコン
を使用して、これらの値をクリップボードにコピーします。IMM移行ツールアプリケーションに戻りま
す。

ステップ 18 次のフィールドに入力します。

• APIキー ID：前の手順で生成された APIキー IDを入力します。

•秘密鍵：Intersightで生成された秘密鍵を入力します。

また、Intersightアプライアンス VMを選択した場合は、FQDNを入力します。

ステップ 19 （注） IMM移行ツールリリース 1.0.2以降では、使用可能な構成ファイルをダウンロードして手動で
編集し、[詳細オプション]を使用して同じものをアップロードできます。

[詳細オプション]をクリックし、編集したファイルを参照して、[アップロード]をクリックします。
アップロードされたファイルは、構成を Intersightにプッシュするために使用されます。

ステップ 20 [次へ（Next）]をクリックします。
Intersightとの接続が確立され、変換された構成属性が Intersightにプッシュされます。

遷移が Intersightデバイスを使用する Intersightにプッシュされている場合、または UCS
Manager/UCS Centralデバイスから UCSM構成/インベントリをフェッチしている場合、デバイ
スの前のタスクが完了するまで、同じデバイスを他の遷移で使用することはできません。

（注）
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移行管理
ユーザーによって開始されたすべての遷移は、[移行（Transition）]リストページに一覧表示
されます。このページには、移行の名前、移行の現在のステータス（キャンセル済み、失敗、

未完了、進行中、完了）、タイプ（準備状況レポートの生成、Intersightへの移行構成）、最終
変更時刻が表示されます。

必要なアクションを実行するには、各遷移レコードにある [...]をクリックします。

ステップ 1 [レポート（Report）]をクリックして、移行の準備状況レポートを表示します。

このオプションは、キャンセルされた遷移および失敗した遷移では使用できません。

ステップ 2 [編集（Edit）]をクリックして、移行名を変更します。

ステップ 3 [削除（Delete）]をクリックし、移行を削除します。

ステップ 4 [クローン（Clone）]をクリックして、既存の移行構成をコピーします。

4(a)移行の名前を指定します。[未完了（Incomplete）]のステータスでリストページに表示されます。

4(b) [移行名（Transition）]をクリックして構成を編集し、準備状況レポートを生成して、変更した構成を
Intersightにプッシュします。

ステップ 5 [ログのダウンロード（Download Logs）]をクリックして、変換ログをファイルにダウンロードします。

デバイス管理

IMM移行ツール、リリース 1.0.2以降を使用すると、UCSシステムと Intersightデバイスをよ
り適切に管理できます。各デバイスに一意のターゲット IPまたは FQDNを提供することで、
デバイスの重複を避けることができます。

デバイスを追加および管理するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [デバイス管理（Device Management）]に移動します。

ステップ 2 [デバイスの追加（Add Device）]をクリックします。

ステップ 3 ドロップダウンリストから [デバイスタイプ（Device Type）]を選択します。

ステップ 4 ターゲット IP/FQDNを入力します

ステップ 5 ステップ 3で選択したデバイスタイプが UCSシステムの場合は、デバイスのユーザー名を入力します。
そうでない場合は、ステップ 7に進みます。

ステップ 6 デバイスのパスワードを入力し、ステップ 9に進みます。

ステップ 7 ステップ 3で選択したデバイスタイプが Intersightの場合は、APIキーを入力します。

ステップ 8 秘密キーを入力します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
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デバイスの詳細は、[デバイス管理]リストページに表示されます。

追加されたデバイスは、削除または編集できます。Intersightデバイスで編集できる値は API
キーとシークレットキーで、UCSデバイスで編集できる値はユーザー名とパスワードです。

既存のデバイスの削除は、それに関連付けられた遷移がない場合にのみ可能です。（注）

移行準備レポートの説明

IMM移行準備レポートには、IMMへの移行のための UCSManagerまたは UCS Central
デバイスのハードウェアインベントリとソフトウェア構成の互換性の概要が表示され

ます。

準備レポートは次のセクションに分かれています。

1. 変換スコア：このセクションには、ハードウェア互換性（UCS Managerドメイン
でのみ対応）、ファブリック構成（UCS Managerドメインでのみ対応）、および
サーバーポリシー構成のスコアメーターが表示されます。

•スコアメーターの解釈は、次のように説明できます。

•優れています：ほとんどすべてのハードウェア /構成を Intersightに移行
できますが、多少の相違はあります。

•非常に良い：ほとんどのハードウェア /構成は移行できますが、一部の
ハードウェア /構成はサポートされていないか、Intersightへの移行時に矛
盾に直面する可能性があります。

•良好：ハードウェア /構成の約半分は Intersightに移行できますが、残り
のハードウェア /構成はサポートされていないか、Intersightへの移行中に
矛盾に直面する可能性があります。

•悪い：少数のハードウェア /構成のみを Intersightに移行できますが、多
くのハードウェア /構成がサポートされていないか、Intersightへの移行中
に矛盾に直面する可能性があります。

上記の評価は、一般的な使用例に基づいています。特定

の環境の詳細レポートを確認して、ドメインへの移行の

影響を評価することを強くお勧めします。

（注）
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2. 全体の要約：全体の要約セクションは、IMM変換の注意点、ハードウェア互換性
の要約（UCSManagerドメインでのみ）、および IMM構成変換の要約で構成され
ます。

• Intersightマネージドモード変換の注意点：このセクションでは、変換プロセ
スを開始する前に確認する必要がある注意点を示します。変換プロセスに関

連するエラーとWarning（注意）が表示されます。エラーは変換がサポートさ
れていない要素を示し、Warningは完全に変換できない要素のリストを示しま
す。

•ハードウェア互換性の概要：ファブリックインターコネクト、ファブリック
エクステンダ、アダプタ、IOモジュール、シャーシ、ブレード、ラックなど、
該当するハードウェアコンポーネントごとに個別の円グラフが表示されます。

円グラフのカラーコードは、次のように説明されます。

•緑色は、ハードウェアが移行に対応していることを示します。

•オレンジ色は、ハードウェアの互換性のためにファームウェアのアップ
グレードが必要であることを示しています。

•赤色は、ハードウェアが現在移行に対応していないことを示しています。

ハードウェア互換性サマリーは、UCS Centralではなく、
UCS Managerドメインに対してのみ生成および表示され
ます。

（注）

• Intersight管理モード構成変換の概要：このセクションには、UCSManagerと
UCS Centralオブジェクトと、Intersightの対応する変換されたオブジェクトの
マッピングテーブルが表示されます。サーバープロファイルテンプレート、

サーバープロファイル、ドメインポリシー、プール、サーバーポリシーなど

の論理オブジェクトごとに個別のテーブルが表示されます。

3. ハードウェアの互換性：このセクションには、UCS Managerドメインに関して、
インベントリの各コンポーネントの互換性レポートが詳細に表示されます。これ

は、ファブリックハードウェア互換性レポート、シャーシハードウェア互換性レ

ポート、ラックハードウェア互換性レポートなどで構成されています。各コンポー

ネントをクリックすると、互換性レポートの表が表示されます。この表は、ハー

ドウェアの詳細をリストし、ハードウェアとファームウェアに互換性があるかど

うかを示しています。左側の黄色の見出しは、IMM対応になるためにファーム
ウェアアップグレードが必要なコンポーネントがほとんどないというWarning（注
意）を示しています。左側の赤い色の見出しは、IMM移行と互換性のないコン
ポーネントがほとんどないというエラーを示しています。左側の青色の見出しは、

Informational（情報提供）メッセージを示しています。

4. 構成変換：このセクションでは、UCSManager/Centralの選択されたサービスプロ
ファイルテンプレートで各論理オブジェクトの詳細な互換性レポートを示します。
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各オブジェクトの見出しをクリックすると、説明の表が表示されます。これらの

表には、変換中に使用される属性名と値、ソースUCSManager/Centralと変換され
た Intersightオブジェクトのマッピング、デバイスの起動順序などがリストされて
います。黄色のアイコンは、一部のオブジェクトを完全に変換できなかったとい

うWarning（注意）を示します。赤色のアイコンは、サポートされていないオブ
ジェクトがほとんどなく、変換できないというエラーを示しています。青色のア

イコンは、Informational（情報提供）メッセージを示します。このメッセージに
従って対処できます。

UCS Manager/Central構成の変換
IMM移行ツールでUCSManager/Centralデバイスを追加し、[次へ（Next）]をクリックすると、
ユーティリティがバックエンドで実行され、ハードウェアインベントリと構成を検証して、デ

バイスが IMMと互換性があるかどうかを確認します。

デバイスに接続し、既存の論理属性を複製します。これらには、プロファイル、ポリシー、

プール、およびテンプレートが含まれます。

[Intersightへのプッシュ（Push to Intersight）]タスクが正常に完了すると、Intersightアプリケー
ションは変換されたオブジェクトを更新時に反映します。

換算の前提

IMM移行ツールでの変換プロセスの前提条件は次のとおりです。

•イーサネットネットワーク制御ポリシー：Intersightのイーサネットネットワーク制御ポ
リシーは、UCS Manager/Centralの 2つの異なる情報ソースを使用して作成できます。

•サーバー vNIC：UCS Manager/Centralのネットワーク制御ポリシーへのマッピング

•アプライアンスポート：UCS Managerのアプライアンスネットワーク制御ポリシー
へのマッピング

UCS Manager/Centralのネットワーク制御ポリシーを使用して Intersightのイーサネット
ネットワーク制御ポリシーを作成する場合、Intersightのイーサネットネットワーク制御
ポリシーの名前は UCS Manager/Centralのネットワーク制御ポリシーと同じになります。

UCS Managerのアプライアンスネットワーク制御ポリシーを使用して Intersightのイーサ
ネットネットワーク制御ポリシーを作成しているときに、Intersightのイーサネットネッ
トワーク制御ポリシーの名前は、UCS Managerのネットワーク制御ポリシーの名前に
[_appliance]というサフィックスが付けられます。

•イーサネットネットワークグループポリシー：UCSManager/Centralには、同等のイーサ
ネットネットワークグループポリシーはありません。イーサネットネットワークグルー

プポリシーの詳細は、VLANグループから取得できます。各 VLANグループには VLAN
の詳細があり、それらの詳細はイーサネットネットワークグループポリシーの作成に使
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用されます。イーサネットネットワークグループポリシーの名前は、VLANグループの
名前と同じになります。

•イーサネットQoSポリシー：UCS Manager/Centralの QoSポリシーは、Intersightでイーサ
ネットと FC QoSポリシーに分割されます。

•ファイバチャネルネットワークポリシー：UCSManager/Centralには同等のファイバチャ
ネルネットワークポリシーはありません。ファイバーチャネルネットワークポリシーの

詳細は、サーバープロファイル（Intersight）の作成中に取得できます。ファイバーチャ
ネルネットワークポリシーの名前は、SAN接続ポリシーと vHBAの名前に由来します。

•ファイバチャネル QoSポリシー：UCS Manager/Centralの QoSポリシーは、Intersightで
イーサネットと FC QoSポリシーに分割されます。

• IMCアクセスポリシー：インバンドネットワーク設定の IPv4および IPv6アドレスの異
なる IPプールを持つ UCS Manager/Centralのサービスプロファイルの IMCアクセスポリ
シーの作成は、現在サポートされていません。UCS Manager/Centralには、同等の IMCア
クセスポリシーはありません。IMCポリシーの詳細は、サービスプロファイルから取得
できます。各サービスプロファイルには、インバンドネットワーク、IPv4および IPv6
プールがあります。この情報を使用して、IMCアクセスポリシーが作成されます。

• IMCアクセスポリシーの名前は、インバンドネットワーク VLANおよびインバンド
プールの名前を使用して派生します。名前は、最大 64文字まで指定できます。

• UCSManager/Centralでは、サービスプロファイルで IPv4プールと IPv6プールを選択
するための個別のオプションがありますが、Intersightでは、IMCアクセスポリシーで
IPプールを選択するオプションは 1つだけです。Intersightで IMCアクセスポリシー
を作成する前に、UCS Manager/Centralの IPv4および IPv6プールを単一のプールに
マージすることをお勧めします。しかし、これは実装が複雑です。変換中に、2つの
異なる IPプールに属するインバンド IPv4および IPv6アドレスを持つサービスプロ
ファイルがある場合、IPv4固有のプールのみが IMCアクセスポリシーの作成に考慮
されます。

• IPMIオーバー LANポリシー：Intersightの IPMIオーバー LANポリシーは、UCS
Manager/Centralの IPMIアクセスプロファイルにマッピングされます。IPMIアクセスプロ
ファイルの IPMIユーザー関連情報は、Intersightのローカルユーザーポリシーに移動され
ます。

• iSCSIブートポリシー：UCS Manager/Centralに相当する iSCSIブートポリシーはありま
せん。 iSCSIブートポリシーの詳細は、サービスプロファイルから取得できます。各サー
ビスプロファイルには、独自の iSCSI vNICセクションがあります。iSCSI vNICの詳細は、
サービスプロファイルの iSCSIブートパラメータセクション内にあります。この情報を
使用して、iSCSIブートポリシーが作成されます。

• iSCSIブートポリシーの名前は、サービスプロファイルと iSCSI vNICの名前を使用し
て派生します。

• UCS Manager/Centralには、iSCSI vNICノードおよび個々の iSCSI vNICの IQNプール
/イニシエータ名を提供するオプションがあります。Intersightには、個々の iSCSIvNIC
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用のそのようなオプションはありません。Intersightの場合、IQNは LCPレベルにあ
ります（vNICにはありません）。

•通常、UCS Manager/Centralには、vNIC用に 2つの iSCSIブートターゲットを作成す
るオプションがあり、各ターゲットには独自の CHAP詳細があります。ただし、
Intersightには、iSCSIターゲットの CHAP詳細を提供するオプションが 1つしかあり
ません。

• CHAP認証の場合、ツールへの入力としてCHAPパスワードを提供する必要がありま
す。それ以外の場合は、ポリシーの作成中にデフォルトパスワードが考慮されます。

• iSCSI静的ターゲットポリシー：UCS Manager/Centralに同等の iSCSI静的ターゲットポ
リシーはありません。 iSCSI静的ターゲットポリシーの詳細は、サービスプロファイル
から取得できます。各サービスプロファイルには、独自の iSCSIブートパラメータセク
ションがあります。これらの iSCSIブートパラメータを使用して、Intersightで iSCSI静的
ターゲットポリシーが作成されます。単一の iSCSIインターフェイスの場合、優先順位に
基づいて複数のターゲットが存在する可能性があります。したがって、iSCSIターゲット
名は、サービスプロファイル名、iSCSIインターフェイス名、および iSCSIターゲットの
優先度の組み合わせとして設計されます。

• LAN接続ポリシー：UCS Manager/Centralでは、vNICを複数の方法で設定できます。

1. インライン vNIC

•スタンドアロン vNICの使用

• vNICテンプレートの使用

2. LAN接続ポリシー

•スタンドアロン vNICの使用

• vNICテンプレートの使用

UCS Manager/Centralでは、LAN / SAN接続ポリシー、または vNIC / vHBAテンプレート
を使用するかどうかにかかわらず、インライン vNIC / vHBAのいずれかにすることができ
ます。接続を構成する唯一の方法であるため、考えられるすべての組み合わせが考慮さ

れ、それに応じて Intersightの LAN / SAN接続ポリシーに変換されます。

•電源ポリシー：UCS Managerでは、Intersightの電源ポリシーとしては、グローバルポリ
シーの電源ポリシーセクションが変換されます。

• SDカードポリシー：UCSManager/Centralに相当する SDカードポリシーはありません。
このポリシーは、UCS Manager/Centralのローカルディスク構成ポリシーから情報を読み
取ることで作成できます。UCS Manager/Centralのローカルディスク構成ポリシーで構成
された Flexflashがある場合、同等の SDカードポリシーが Intersightで作成されます。

•ストレージポリシー：

•ストレージプロファイルのローカル LUNでの自動展開
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すべての仮想ドライブは、デフォルトで [自動展開（Auto Deploy）]です。オプショ
ンが [no-auto-deploy]に設定されている場合、サービスプロファイルでマップされた
VDとストレージポリシー VDは同じ名前にする必要があります。名前が異なる場合
は、無効な構成です。

• UCSManager/Centralの LUNセットは、Intersightのシングルドライブ RAID構成に相
当します。

• LUNセット内のすべてのディスクスロットを単一の番号のアレイにマージしま
す。

•すべてのドライブの VD構成は同一である必要があります。各 LUNセットに異
なる VD構成がある場合は、無効な構成としてフラグを立てます。

• M.2ドライブの構成

• UCS Manager/Centralで [未指定（Unspecified）]に設定されている LUNサイズは、
ExpandToAvailフラグが Trueに設定されている仮想ドライブに対してのみ使用する必
要があります。フラグが Falseに設定されている場合、それは無効な構成です。

•特定のストレージプロファイルと汎用ストレージプロファイルを持つ UCS
Manager/Centralのサービスプロファイルをマージして、Intersightで単一のストレー
ジプロファイルを形成する必要があります。

• VLANポリシー：

IntersightのVLANポリシーは、UCSManagerのVLANセクションにマップされます。UCS
Managerでは、VLANの作成中にファブリック ID（Aまたは B、または両方）を選択する
オプションがありますが、Intersightでは同じ状態ではありません。変換の一環として、
ファブリック IDの値が VLANポリシーの名前にサフィックスとしてファブリック IDを
付加することによって [A]または [B]に設定されている場合、2つの異なるVLANポリシー
が作成されます。ファブリック ID値が [両方（Both）]に設定されている場合、単一の
VLANポリシーが作成されます。

• VSANポリシー：

IntersightのVSANポリシーは、UCSManagerのVSANセクションにマッピングされます。
UCSManagerでは、VSANの作成中にファブリック ID（AまたはB、または両方）を選択
するオプションがありますが、Intersightでは同じ状態ではありません。変換の一環とし
て、ファブリック IDの値がVSANポリシーの名前にサフィックスとしてファブリック ID
を付加することによって [A]または [B]に設定されている場合、2つの異なる VSANポリ
シーが作成されます。ファブリック ID値が [両方（Both）]に設定されている場合、単一
の VSANポリシーが作成されます。
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付録 A
付録

•付録 A：サポートされる IMM機能 /ポリシー（25ページ）
•付録 B：移行設定（30ページ）
•付録 C：プロキシ設定（33ページ）
•付録 D：サンプル使用例（35ページ）
•付録 E：フィードバックの送信（37ページ）
•付録 F：テクニカルサポート（38ページ）

付録 A：サポートされる IMM機能 /ポリシー
このセクションでは、IMM移行ツールでの変換がサポートされている機能のリストと、Cisco
UCS Manager/Centralと Intersight間のポリシーマッピングを示します。

UCS Central設定に VLAN/VSANエイリアシングが含まれている場合、IMM移行ツールは
vNIC/vHBAの変換を実行するときに、エイリアスの 1つを自動的に選択します。結果の構成
を慎重に見直して、適切であることを確認してください。

（注）
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同等の IMMポリシーソースUCS Manager/UCS Centralの機能名UCS
Manager/
UCS
Central
機能カ

テゴリ

SNMPポリシー通信サービス *4Admin

Intersightの組織構成

SyslogポリシーSyslog *5

NTPポリシータイムゾーン管理

スイッチ制御ポリシーMACアドレステーブルエージング

スイッチ制御ポリシーVLANポート数の最適化

イーサネットネットワークグループポリ

シー

インバンドプロファイル VLANグルー
プ

IMCアクセスポリシーインバンドプロファイルネットワーク

IMCアクセスポリシーインバンドプロファイル IPプール名

VSANポリシーFCアップリンクトランキング

ネットワーク接続ポリシーDNS *6
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同等の IMMポリシーソースUCS Manager/UCS Centralの機能名UCS
Manager/
UCS
Central
機能カ

テゴリ

BIOSポリシーBIOSポリシーサー

バーポ

リシー

と

シャー

シポリ

シー

ブートポリシー

iSCSIスタティックターゲットポリシー

起動ポリシー

ストレージポリシーディスクグループポリシー

IPMI over LANポリシーIPMIアクセスプロファイル

iSCSIアダプタポリシーiSCSIアダプタポリシー

iSCSIブートポリシーiSCSIブートポリシー

仮想 KVMポリシーKVM管理ポリシー

ストレージポリシー、SDカードポリシーローカルディスク構成ポリシー *7

イーサネット QoSポリシー / FC QoSポリ
シー

QoSポリシー

Serial over LANポリシーSerial over LANポリシー

サーバプロファイルサービスプロファイル

サーバプロファイルテンプレートサービスプロファイルテンプレート *8

ストレージポリシー保管プロファイル（Storage Profiles）

仮想メディアポリシーvMediaポリシー

LAN接続ポリシー / SAN接続ポリシーvNIC / vHBA配置ポリシー*9

イーサネットアダプタポリシーイーサネットアダプタポリシー

フロー制御ポリシーフロー制御ポリシー

リンク集約ポリシーLACPポリシー

LAN接続ポリシーLAN接続ポリシー

スイッチ制御ポリシーリンクプロトコルポリシー

マルチキャストポリシーマルチキャストポリシー

イーサネットネットワーク制御ポリシーネットワーク制御ポリシー

ファイバチャネルアダプタポリシーファイバチャネルアダプタポリシー

SAN接続ポリシーSAN接続ポリシー
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同等の IMMポリシーソースUCS Manager/UCS Centralの機能名UCS
Manager/
UCS
Central
機能カ

テゴリ

IPプールIPプールプール

IQNプールIQNサフィックスプール

MACプールMACプール

WWNNプールWWNNプール

WWPNプールWWPNプール

リソースプールサーバープール *10

次の表に、IMM移行ツールでの変換がサポートされている UCS Manager機能を示します。

同等の IMMポリシーソース UCS Managerの機能名UCS
Manager機
能カテゴリ

VLANポリシーアプライアンス VLANファブリッ

ク構成 *₁ システム QoSポリシーQoSシステムクラス

イーサネットネットワークグループ

ポリシー

VLANグループ

VLANポリシーVLAN *2

VSANポリシーVSAN

VSANポリシーストレージ VSAN *10

イーサネットネットワーク制御ポリ

シー

アプライアンスネットワーク制御ポリシーファブリッ

クポリ

シー*3 リンク制御ポリシーUDLDリンクポリシー

Cisco Intersight管理モード移行ツールユーザーガイド、2.0
28

付録

付録



同等の IMMポリシーソース UCS Managerの機能名UCS
Manager機
能カテゴリ

ポートポリシーアプライアンスポートポート

ロール
ポートポリシーアプライアンスポートチャネル

ポートポリシーFCoEアップリンクポート

ポートポリシーFCoEアップリンクポートチャネル

ポートポリシーLANアップリンクポート

ポートポリシーLANアップリンクポートチャネル

ポートポリシーSANユニファイドポート

ポートポリシーSANアップリンクポート

ポートポリシーSANアップリンクポートチャネル

ポートポリシーサーバポート

ポートポリシーFCストレージポート *10

ポートポリシーSANストレージポート *10

*1：通常の VLANと統合

*2：PVLANには対応していません。

*3：通常のネットワーク制御ポリシーと統合

*4：セッション / HTTP設定は、Intersight設定で定義されます。Telnet / SSH設定はサポートさ
れていません

*5：最大 2つのリモート宛先サーバーのみをサポート

*6：UCS Managerでは、[管理] > [通信管理] > [DNS管理]の下にあります。

*7：ストレージポリシーに置き換わる

*8：テンプレートの更新のみ：初期テンプレートのサポートはありません（ただし、複製は可
能です）

*9：配置は、次のマッピングで PCIeスロットに静的にマッピングされます。

• vCon 1：スロットMLOM

• vCon 2：スロット PCIe1

• vCon 3：スロット PCIe2

• vCon 4：スロット PCIe3

この配置は、変換の実行後に必要に応じて手動で調整できます。

*10 - IMM Transition Toolリリース 1.0.2以降でサポート
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エイリアスされた VLAN/VSANのエイリアスを含むテーブルは、変換がサポートされていま
せん。

（注）

付録 B：移行設定
以下は、IMM移行ツールの [移行設定（Transition Settings）]ページにある変換オプションで
す。これらのオプションを設定/設定解除して、遷移の動作を制御できます。

1. ファブリックポリシーの変換

•このオプションは、デフォルトで有効です。有効にすると、UCSファブリック構成は
同等の Intersightポリシーに変換されます。

•有効にすると、以下が変換されます。

• VLAN / VLANグループ / VSAN

• FIポートの構成

• UCSドメイン設定（NTP、DNS、Syslog、SNMP、システム QoS、およびスイッ
チ制御ポリシー）

ファブリックポリシーの変換は、UCSMでのみサポートされてい
ます。

（注）

1. ファブリックポリシー名

変換後のファブリックポリシー（VLAN、VSAN、ポートポリシー）の名前を示しま
す。変換されたポリシーに手動の名前を指定するか、変換後にUCSドメイン名を保持
することを選択できます。

2. ファブリックポリシーの対象組織名

ファブリックポリシーが属する組織の名前を示します。組織の手動名を指定するか、

変換後に UCSドメイン名を保持することを選択できます。

3. 常に個別の VLANポリシーを作成する

•このオプションは、デフォルトで無効です。

•有効にすると、ファブリックAとBに対して個別のVLANポリシーが作成されま
す。無効にすると、ツールでファブリックAとBに対して単一または個別のVLAN
ポリシーを作成するかどうかを決定します。

4. 常に個別の VSANポリシーを作成する
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•このオプションは、デフォルトで無効です。

•有効にすると、ファブリックAとBに対して個別のVSANポリシーが作成されま
す。無効にすると、ツールでファブリックAとBに対して単一または個別のVSAN
ポリシーを作成するかどうかを決定します。

5. 常に個別のポートポリシーを作成する

•このオプションは、デフォルトで無効です。

•有効にすると、ファブリックAとBに対して個別のポートポリシーが作成されま
す。無効にすると、ツールは、ファブリック Aと Bに対して単一または個別の
ポートポリシーを作成するかどうかを決定します。

2. サーバーポリシーの変換

•このオプションは、デフォルトで有効です。

•有効にすると、選択したサーバーーポリシー/プール/プロファイル/テンプレートが同
等の Intersightポリシー/プール/プロファイル/テンプレートに変換されます

1. サービスプロファイルの変換

•このオプションは、デフォルトで無効です。

•サービスプロファイルの変換が有効になっている場合、ユーザーは [プロファイ
ル/テンプレート（Select Profiles/Templates）]手順で変換するプロファイルを選択
できます。

•有効にすると、次の識別子が維持されない場合があります。

• IP

• MAC

• IQN

• UUID

• WWN

2. グローバルサービスプロファイルの変換

•このオプションは、デフォルトで無効です。

•有効にすると、選択したグローバルサービスプロファイルが同等の Intersightサー
バープロファイルに変換されます。

この変換は UCSMにのみ適用されます。UCS Centralテンプレートはデフォルトで変換されま
す。

（注）
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3. ルート組織名

これは、UCSルート組織がマップされる Intersight組織の名前です。

4. ソース組織パスを Intersight組織名に保持

•このオプションは、デフォルトで有効です。

•有効にすると、UCS組織「root/Org1/Org2」は、Intersightで「Org1_Org2」という
名前になります。無効にすると、UCS組織「root/Org1/Org2」の名前は「Org2」に
なります。

オプションが無効になっている場合、「root/PROD/WINDOWS」および
「root/NONPROD/WINDOWS」は、Intersightで同じ「WINDOWS」組織に変換されます。ポリ
シー/プール/プロファイル/テンプレートオブジェクトの名前が両方のソース UCS組織で同じ
である場合、これにより競合が発生する可能性があります。

（注）

5. vNIC/vHBAオーダーに vCon配置情報を使用

•このオプションは、デフォルトで無効です。

•有効にすると、vNIC/vHBAは、ソース vConに応じて異なる PCIeスロットに静的
にマッピングされます。

• vCon any、1:「PCIeMLOM」、vCon2:「PCIeスロット 1」、vCon3:「PCIeスロッ
ト 2」および vCon4:「PCIeスロット 3」。

•無効にすると、すべての vNIC/vHBAが PCIeスロット「MLOM」にマップされま
す。

6. 長い組織名（>17文字）を自動的に変更する

•このオプションは、デフォルトで無効です。

•有効にすると、17文字を超える組織名が自動生成された名前に変更されます。こ
れにより、組織名とQoSポリシーを合わせた長さが40文字を超える場合のエラー
を防ぎます。

3. 変換されたオブジェクトに自動的にタグを付ける

•このオプションは、デフォルトで有効です。

•有効にすると、Intersightオブジェクトは「imm_transition_version": "2.0.1」、
「imm_transition_name": "transition_name」でタグ付けされます。

4. 既存の Intersightオブジェクトを上書きする

•このオプションは、デフォルトで無効です。

Cisco Intersight管理モード移行ツールユーザーガイド、2.0
32

付録

付録



•有効にすると、同じ名前とタイプのオブジェクトが組織に既に存在する場合、既存の
Intersightオブジェクトは上書きされます。無効にすると、既存のオブジェクトは変更
されません。

5. 変換されたポリシーのデフォルトパスワード

デフォルトのパスワードは、仮想メディア、iSCSIブート、IPMI over LANなど変換されて
いる UCS Manager/Centralポリシーで、既存のパスワードの代わりに使用されます。

6. iSCSI相互チャップ認証のパスワード

このパスワードは、iSCSIブートポリシーの相互 CHAP認証に使用されます。変換された
ポリシーのデフォルトパスワードとは異なる必要があります。

付録 C：プロキシ設定
IMM移行ツールには、UCSデバイスおよび Intersightとの接続を確立する際に、プロキシ設定
を有効または無効にするオプションが用意されています。要件のシナリオに応じてプロキシ設

定を変更できます。

シナリオ 1：UCSデバイス接続のみのプロキシ設定

[UCSの追加（Add UCS）]ページで、UCSドメインに接続するためだけにプロキシ設定を有
効にする必要がある場合は、次の手順を実行します。

1. 右上隅の歯車アイコンの下にある [設定（Settings）]をクリックします。

2. [プロキシを有効にする（Enable Proxy）]を切り替えてオンにします。

3. [プロキシホスト名（Proxy Hostname）]または [IP]を入力します

4. プロキシポート番号を入力します。

5. プロキシ設定で認証が必要な場合は、[認証（Authentication）]を切り替えてオンにする
か、手順 8に進みます。

6. ユーザ名を入力します。

7. パスワードを入力します。

8. [保存（Save）]をクリックします。

プロキシ設定が保存されます。

9. Cisco Intersightマネージドモード移行ツールの操作で説明されている手順に従って、準
備状況レポートを生成します。

10. [設定（Settings）]セクションに移動し、[プロキシを有効にする（Enable Proxy）]を切
り替えてオフにします。

11. Cisco Intersightマネージドモード移行ツールの操作で説明されている手順に従って、変
換されたオブジェクトを Intersightにプッシュします。
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シナリオ 2: Intersight接続のみのプロキシ設定

[Intersightへのプッシュ（Push to Intersight）]ページで、Intersightに接続するためにのみプロキ
シ設定を有効にする必要がある場合は、次の手順を実行します。

1. 右上隅の歯車アイコンの下にある [設定（Settings）]をクリックします。

2. [プロキシを有効にする（Enable Proxy）]を切り替えてオンにします。

3. [プロキシホスト名（Proxy Hostname）]または [IP]を入力します

4. プロキシポート番号を入力します。

5. プロキシ設定で認証が必要な場合は、[認証（Authentication）]を切り替えてオンにする
か、手順 8に進みます。

6. ユーザ名を入力します。

7. パスワードを入力します。

8. [保存（Save）]をクリックします。

プロキシ設定が保存されます。

9. [次へ（Next）]をクリックします。

10. Cisco Intersightマネージドモード移行ツールの操作で説明されている手順に従って、変
換されたオブジェクトを Intersightにプッシュします。

11. [設定（Settings）]セクションに移動し、[プロキシを有効にする（Enable Proxy）]を切り
替えてオフにします。

シナリオ 3：UCSデバイスおよび Intersight接続のプロキシ設定

IMM移行ツールにログインしたら、次の手順を実行してプロキシ設定を有効にします。

1. 右上隅の歯車アイコンの下にある [設定（Settings）]をクリックします。

2. [プロキシを有効にする（Enable Proxy）]を切り替えてオンにします。

3. [プロキシホスト名（Proxy Hostname）]または [IP]を入力します

4. プロキシポート番号を入力します。

5. プロキシ設定で認証が必要な場合は、[認証（Authentication）]を切り替えてオンにするか、
手順 8に進みます。

6. ユーザ名を入力します。

7. パスワードを入力します。

8. [保存（Save）]をクリックします。

プロキシ設定が保存されます。
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付録 D：サンプル使用例

UCS Xシリーズの展開の拡張
ファブリックインターコネクトは UCS Xシリーズをサポートする際、Intersight管理モードで
動作します。Cisco UCSManagerを使用していて、UCSXシリーズを使用する場合は、IMMに
移行する必要があります。この移行

•既存のサービスプロファイルテンプレートを Intersightに拡張します。

•ブート、BIOS、LAN/SAN接続など、関連するサーバーポリシーを自動的に変換します。

• VLAN / VSAN、ポート構成などのファブリック構成を変換します。
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次の手順を実行して、既存の UCS Managerドメインオブジェクトを Intersightオブジェクトに
変換します。

始める前に

システムは、前提条件（Prerequisites）セクションに記載されている前提条件を満たしている
必要があります。

ステップ 1 システムに Cisco IMM移行ツールをインストールします。
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Cisco Intersightマネージドモード移行ツールのインストールに記載されているインストール手順に従いま
す。

ステップ 2 IMM移行ツールにログインします。

ステップ 3 UCS Managerドメインの詳細を入力します。

ステップ 4 準備状況レポートを生成して、移行の互換性を確認します。

ステップ 5 互換性がない場合は、構成設定を更新します。a)
b) 互換性がある場合は、変換された構成を Intersightにプッシュします。

次のタスク

新しいハードウェアが展開されます。UCSManagerドメインのソフトウェア構成、および既存
のポリシーを再利用する準備ができています。どこからでもCiscoUCSXシリーズシステムを
監視し、サーバー全体でポリシーベースの管理を実行できるようになりました。

この移行を実行する手順については、「Cisco Intersightマネージドモード移行ツールの使用」
を参照してください。

付録 E：フィードバックの送信
右上隅にある [フィードバック（Feedback）]アイコンを使用して、ツールに関するフィード
バックを提供するか、不足している機能に関する情報を提供します。
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付録 F：テクニカルサポート
サポートが必要な場合は、ログファイルをテクニカルチームと共有できます。

クエリを送信するには、次の手順を実行します。

1. すべての遷移レコードを表示するリストビューに移動します。

2. テクニカルサポートが必要な移行レコードまでスクロールします。

3. レコードに対して […]をクリックします。

4. [ログのダウンロード（Download Logs）]をクリックします。

5. ログファイルをコンピュータに保存します。

6. 保存したログファイルを電子メールに添付し、クエリ /フィードバックを含む電子メール
を imm-transition-feedback@cisco.comグループに送信します。
mailto:imm-transition-feedback@cisco.com
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